
令和7年6月定例会

埼玉県議会6月定例会は、6月12日㈭から7月2日㈬まで開会されましたのでご報告いたします。
主な議案は以下になります。
○令和7年度埼玉県一般会計補正予算案として、高校生等の就学支援の拡充について
○令和6年度国の補正予算への対応として、医療体制の支援の強化、農業従事者への支援
計58億6298万8千円
〇国からの物価高対策として、LPガス料金の負担軽減のための補正予算 34億4173万4千円
そして、令和7年度埼玉県流域下水道事業会計補正予算案として、八潮市の道路陥没事故に伴う復旧工事費や人
件費に係り、41億1030万8千円。職員定数条例も改正し12名増員します。
また、埼玉県立げんきプラザを再編することとなり、施設の利用状況などを踏まえ、加須げんきプラザと神川げんきプ
ラザが廃止となります。

～所属委員会報告～

いつもありがとうございます。梅雨入りしたかと思ったら異常な暑さが続き、
お米や農作物に影響がでないか気がかりです。お互い熱中症など気をつけましょう。
建設中であった川口市役所2期棟が6月27日に完成し、8月より順次業務開始となり

ます。1期棟と連絡通路で結ばれるため、濡れずに移動することができます。火葬場・
市立高校と合わせ3大プロジェクトが完成し、嬉しく思います。
さて、今号は令和7年6月定例会や障がい者歯科診療所についてなどご報告いたします。

総務県民生活常任委員会に付託された主なも
のは以下になります。
〇国から受け入れる補正予算
・高校生の就学支援金制度の補助金新制度
・私立学校の運営費補助(光熱費高騰対策支援
補助)

〇職員の育児休業等に関する条例及び職員の
勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例
〇埼玉県税条例の一部を改正する条例(県たば
こ税の加熱式たばこの課税方法の見直し)

また、上尾市に建設予定のスポーツ科学拠点
施設整備運営事業について説明がありました。
同事業については、川口市に建設中の屋内
50ｍ水泳場と同時期に開設予定でありましたが、
昨年7月の公募が不調となり、本来の計画を一部

見直さなくてはならなくなりました。今年度は、改
めて専門家会議や推進会議を4回開催し、競技
力向上施設・体育館に係る基本計画を策定、上
尾運動公園の再編整備に向けた基本計画の
検討を行っていくこととなります。

～国への意見書～

政調会長として取りまとめを行い、所属会派・無所属県
民会議として議会運営委員会に提案したものは以下8つ
になります。そのうち赤文字と緑文字の計4つと同内容の
ものが国に提出できるようになりました。

〇国による現金給付事業における地方自治体の事務負
担軽減を求める意見書

〇「国民の安全・安心のための不法滞在者ゼロプラン」の
着実な実行を求める意見書

〇米の価格高騰対策と安定供給体制の強化を求める意
見書
〇イスラエル・イランに対し即時停戦を求める意見書
〇リチウムイオン電池の適正処理の推進を求める意見書

〇外国で取得した運転免許証を日本の運転免許証に切
り替える際の審査・知識確認の厳格化を求める意見書
〇警察官の増員を求める意見書

〇北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を
求める意見書

赤文字の意見書は令和7年2月定例会でも提案しました

が、最大会派等が前向きではなかったため国に提出でき
ずにいたので、今定例会で提出でき前進です。引き続き
様々な方法で国に現場の声を届けてまいります。
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障がい者歯科診療施設の現場確認

6月13日に埼玉県社会福祉事業団「あさか向陽園」へ 「診療待機時間が長い」とのお声をいただいていたの
で確認のため所属会派・無所属県民会議で行ってきました。
あさか向陽園は、障がい者歯科診療所以外に生活介護、施設入所支援、就労継続支援B型があります。作
業所では皆さん黙々と作業を進められていました。食堂や入所施設も見せていただき、昭和58年より現施設
を使っているため、老朽化やユニバーサルデザインではない箇所もありました。
診療待機時間について確認すると、緊急時を除き3ヶ月は待っていただいている状況とのことでした。原因は
複数ありますが、以下が主なものです。

○診療の際に麻酔が必要であったり、環境や様々な機器に慣れることができず診療時間が長時間になる場
合もあること
○広くない診療室が1室、診療台が2台と設備面に課題があること
○人員体制に余力がないこと
今後再整備の議論も出てくると思うので、今回の視察を生かしていきたいです。また、
埼玉県で行っている障がい者歯科診療施設はあさか向陽園を含め4ヶ所。県内の歯科医
院でも障がい者歯科診療を行っているところはありますが多くありません。各市町村でも
環境整備を検討していかなくてはならないと感じています。

① ② ③
①入口にて会派
メンバーと
②歯科診療室
③作業見学

特殊詐欺の現状

特殊詐欺とは、被害者に電話等で対面することなく信用させ、指定した口座への振込み等の方法により、不特
定多数の者から現金等をだまし取る犯罪(現金等を脅し取る恐喝及びキャッシュカード詐欺盗を含む)です。
令和6年度の認知件数及び被害額は過去最多となっています。

県警察では 、自治体、自主防犯活動団体、 事業者等と連携し、官民一体となった被害 防止対策を推進して
います。 怪しいと思ったら、町会・自治会で情報共有していただいたり、お近くの警察署にご連絡ください。
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